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誓　約　書

１　申請内容に偽りはありません。虚偽が判明した場合は、補助金の返還等に応じます。

２　申請者、事業者の役員並びに使用人その他従業員及び構成員等が、白山市暴力団排除条例第２条第１号に規定する暴力団並びに同条第２号に規定する暴力団員及び暴力団関係者に該当しません。
　また、暴力団及び暴力団体等並びに暴力団員が、申請事業者の経営に参画していません。

３　この補助金交付申請の審査に必要な範囲で市が市税の納付状況を調査することに同意します。

４　本市で今後も事業を継続する意思があります。

５　市から関係書類の提出を求められた場合は、提出の要請に従います。

　白山市先端設備等導入促進補助金の交付申請に関して、上記のとおり誓約します。

　　年　　月　　日

確定申告に記載の納税地又は代表者住所

　　白山市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法人名又は屋号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　※　代表者名は、必ず自署すること。

（宛先）白山市長
